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地元のすばらしさ知ろう
勝山市環境保全推進コーディネーター　　

前園　泰徳 さん（勝山市）

　2011 年 4 月より勝山市において活動を開始しました。
それまでは亜熱帯の島、奄美で 8年間生活していました。
奄美では、日本唯一の環境教育専門の教員として自然を
保全し、未来の子どもたちに伝えていくプロジェクトの
代表を務めていました。
　福井県、そして、勝山市はすばらしいところです。し
かし、地元の人がそのことを認識していないことに、は
がゆい思いをすることが度々あります。自分の住んでい
るまちの良さに気づかず、多くの若者が都会の生活に憧
れて出て行く現状の背景には、「ないもの教育」ばかりが
行われ、地域の魅力を伝える教育が少なかったのではな
いかと思っています。
　勝山市には多様な自然が残っています。しかし、人々
の無関心により、それが徐々に失われつつあります。勝
山市の自然が持つ魅力を見出し、さらに高めていくため
には、子どもから大人までが、地域を客観的に見つめる
とともに、自然の恩恵を見直したうえで、お互いに認識
を共有する必要があります。
　その実践として、全国で減少しつつある赤とんぼの調
査、絶滅危惧種の水草「バイカモ」の保全、地域らしさ
を守るための外来種駆除などを行ってきました。これら
の活動では、子どもたちが地域の問題点や魅力を見つけ、
科学的かつ論理的に大人に伝えることで、地域の常識を
変えています。例えば、オオキンケイギクやセイタカア
ワダチソウといった外来種の駆除については、小学生が
様々な場面で発信を繰り返すことにより、地域の大人だ
けでなく、とうとう国まで動かしました。
　勝山市では、日常的に環境教育を行うことで、持続可
能な社会づくりに、子どもから大人までが取り組んでい
ます。それにより、地域に誇りを持てる人が増えてきま
した。
　これからは、「こんな田舎には、良いところなんてない」
なんて思わず、自分の知らなかった地域のすばらしさに
気づき、その良さを周囲に発信していくことが必要だと
思います。地域を自慢できる人が増えれば、人材流出県
という汚名を返上することも可能でしょうし、若い人も
もっと地元に残って地元を良くすることに貢献してくれ
ると期待しています。
　福井の「当たり前」の暮らしは、他県から見れば「素
晴らしいことだらけ」です。是非その自覚を持ってくだ
さい。

表紙の企画について
　様々な人たちの目線から「地域のつながり、人との
つながり」に関するメッセージをいただいています。



　事業所等に出かけて新任職員研修を実施する「ほやほや出前研修」が、11 月ですべて終了しました。初めての試み
は不安もありましたが、事業所等のご協力と受講者の熱心な姿勢に助けられ、一定の成果をあげることができたと思
います。
　評価では厳しいご意見もいただきましたが、今回の取組みを土台に、次年度に向けて検討を重ねているところです。
　モデル事業として様々な形態で実施した 4事業所の生の声をお伝えします！

“ 気づき！”こそ “学び！”
～「ほやほや出前研修」モデル事業が終了しました～
“ 気づき！”こそ “学び！”
～「ほやほや出前研修」モデル事業が終了しました～

社協 若狭町社会福祉協議会　（若狭町）若狭町社会福祉協議会　（若狭町）
平日の２回シリーズ
8 月   6 日（月）10:00 ～ 15:30
8 月 20日（月）10:00 ～ 15:30

科目／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ﾁｰﾑﾜｰｸとﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 
科目／能力開発、気づきのための面談会

　170 名の職員のうち介護保険事業に従事する職員は全体の 8 割を占めています。同じ社協にいながら日ごろ
の交流も限られる中で、経験の浅い様々な職種の職員が一堂に、社協職員としての基礎を学び、自己分析や行
動の振り返り、意見交換をする機会を得られたことは大変有意義な研修だったと思います。社協組織の一員と
しての自覚と連携する大切さを感じた若い職員たちに乞うご期待！

法人本部事務局次長　今　井　ひろみ氏事業所から一言！ 

　今回の研修で自分の課題や役割を考えていくうちに、近しい自分の目標が明らかになりました。また、若狭
町社協の行動規範にも挙げられています「自己研鑽に努める」ということを再認識し、自分を磨くためにどん
な努力や姿勢でいるべきなのかということが実感できました。更にこれは、自分 1人で行うことではなく、先輩、
後輩、仲間、いろんな人に囲まれて行うべきだし、行わなければならないと考えることができました。

齊　藤　裕　人氏受講者の声　～研修を受講してみて～

　研修を受講してから、講義で学んだ、よりよいコミュニケーションを行うために必要なのは『聴き上手』で
あること、『ホウレンソウ』の重要性、問題解決に対して他責ではなく自責の念をもつことが大切であるなど、
印象に残ったこれらを意識して日々の業務に取り組むようにしています。また、今回は普段なかなか関わるこ
とのできない他部署の職員さんとも様々な話し合いができ、良い経験となりました。

デイサービスセンター五湖の郷　介護職　千　田　育　里氏

児童 仁愛保育園　（福井市）仁愛保育園　（福井市）
平日夜間の４回シリーズ
7 月 24日（火）17:00 ～ 19:00
8 月   7 日（火）17:00 ～ 19:00
9 月 25日（火）17:00 ～ 19:00
10 月 16日（火）17:00 ～ 19:00

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ﾁｰﾑﾜｰｸとﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 
職場の基本動作（接遇）
気づきのための面談会

　組織の中で働くために一人ひとりが気をつけていかなければならないことを、テキストやパワーポイントを使って 4 回講義を受け
ました。ワークシートを使った作業後、自分の意見を出し合ううちに心が通い合い、多くの気づきを得ることができました。プラス
思考になれたようにも思います。自園の職員のみだからこそ学べたこともありました。充実した研修の機会をいただきまして、本当
にありがとうございました。

主任保育士　　　平　木　美紀子氏事業所から一言！ 

　この研修を通して、じっくりと話し合い、意見を出し合う機会を持つことができ、自分自身にも少しずつ自信がついてきました。「や
る気」や「気づき」を引き出すためには、まず自分から積極的に考えや思いを伝えること、そして行動を起こすことが大事だと感じ
ました。自分のわからないことでも相手の考えを聞くことにより、納得し解決できることも改めて感じました。研修で学んだことを
これから保育に生かしていきたいです。

保育士　　　斉　藤　恵理子氏受講者の声　～研修を受講してみて～

　普段、私達が受ける研修は、多くの人が集まって広い場所で講義を受けるものがほとんどですが、出前研修は保育士 5 人対講師の
先生方と直接やりとりができ、距離だけでなく心も近くに感じられ、しっかりと心に学びが伝わりました。内容も基礎的な視点から
自分を見つめるものばかりで、仕事に就いて数年経った今だからこそ見直せる部分が沢山ありました。ありがとうございました。

保育士　　　松　井　詩　織氏

9月   7 日（金）18:45 ～ 20:45
9 月 21日（金）18:45 ～ 20:45
10 月   5 日（金）18:45 ～ 20:45
10 月 18日（木）13:30 ～ 16:00

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ﾁｰﾑﾜｰｸとﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 
職場の基本動作（接遇）
気づきのための面談会

障害 あいの里・障がい者支援センター
ひまわり　（越前市）
あいの里・障がい者支援センター
ひまわり　（越前市）

土曜と平日の２回シリーズ
10 月 27日（土）   9:00 ～ 17:30

11 月　2日（金）11:00 ～ 14:00

科目／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、福祉ｻｰﾋﾞｽの実践、
　　　組織活動、気づきのための面談会
科目／気づきのための面談会

　今回の研修を受講し、初心に戻っての確認ができたことが何よりの収穫でした。研修内容に関しては、「講義
の受講」というより「参加型の研修」といった趣旨が強く、グループワークや実践的な演習が各コマでふんだ
んに盛り込まれており、体感や実践を持って講義内容を理解できました。また、その点で研修受講意欲の盛り
上がり・一体感につながったのではないかと思います。
　講師の方々の様々な工夫や配慮のおかげで、参加者一同、今後の糧となるような貴重な研修を受講すること
ができたことに、心より感謝いたしております。ありがとうございました。

主　任　岩　崎　美智子氏事業所から一言！ 

　今回の研修を受講し、利用者の方に対する接し方または支援の考え方や、仕事に対する姿勢について学ぶこ
とができました。また研修の中では、言語だけで図形を作成するコミュニケーションゲームや非言語でペーパー
タワーを作成するコミュニケーションゲーム等、実際に体感することが多く、講義内容の理解を深めることが
できました。今回の研修で学んだことを活かして、今後の仕事に取り組んでいきます。
　今回有意義な研修を受講することができ、講師の先生方に感謝いたします。ありがとうございました。

あいの里　生活支援員　蓮　浦　　　新氏受講者の声　～研修を受講してみて～

老人 ひかりケアホーム　（福井市）ひかりケアホーム　（福井市）
平日夜間の４回シリーズ

　通常の県社協の研修は、業務の関連から受講できるのは多くて２名ですが、今回のように県社協の講師の方々が当施設まで足を運
んでいただくことで多くの職員が受講することができるというのは非常に有り難い企画です。今後も機会があれば是非申込みたいと
思います。また、他の施設様も受けることで福井全体の介護の質の向上を図ることができるのではないでしょうか。これからも “ 縁
の下の力持ち ”で宜しくお願いいたします。

理学療法士　渡　辺　　　竜氏事業所から一言！ 

　楽しい研修でした。コミュニケーションでは人に伝える難しさが良く理解できました。接遇では、言葉遣い
の難しさを改めて感じました。丁寧語、敬語、謙譲語の使い方がまだ十分には理解できていませんが、普段か
ら意識して業務に当たり、日常的に使いこなせるようになりたいです。

介護職　竹　内　志　織氏受講者の声　～研修を受講してみて～

　接遇の研修が特に強く印象に残っています。それは、私自身が全くできていない証拠であると感じています。
接遇は、サービス業の基本であり、全てだと思います。そのため、今後の私自身の課題として日々精進してい
きます。

介護職　瀧　本　志緒美氏

　今回の研修では、接遇にのみ参加しました。接遇の研修というと厳しく指導されるものというイメージがあっ
たのですが、分かりやすく、あっという間の 2 時間でした。実技では実際やってみて悟る内容もあり、新鮮な
気持ちで参加させてもらいました。施設の接遇を良くして行く為には必要なものであると思いました。

作業療法士　黒　木　康　晴氏

デイサービスセンターパレア若狭
介護職
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できました。今回の研修で学んだことを活かして、今後の仕事に取り組んでいきます。
　今回有意義な研修を受講することができ、講師の先生方に感謝いたします。ありがとうございました。

あいの里　生活支援員　蓮　浦　　　新氏受講者の声　～研修を受講してみて～

老人 ひかりケアホーム　（福井市）ひかりケアホーム　（福井市）
平日夜間の４回シリーズ

　通常の県社協の研修は、業務の関連から受講できるのは多くて２名ですが、今回のように県社協の講師の方々が当施設まで足を運
んでいただくことで多くの職員が受講することができるというのは非常に有り難い企画です。今後も機会があれば是非申込みたいと
思います。また、他の施設様も受けることで福井全体の介護の質の向上を図ることができるのではないでしょうか。これからも “ 縁
の下の力持ち ”で宜しくお願いいたします。

理学療法士　渡　辺　　　竜氏事業所から一言！ 

　楽しい研修でした。コミュニケーションでは人に伝える難しさが良く理解できました。接遇では、言葉遣い
の難しさを改めて感じました。丁寧語、敬語、謙譲語の使い方がまだ十分には理解できていませんが、普段か
ら意識して業務に当たり、日常的に使いこなせるようになりたいです。

介護職　竹　内　志　織氏受講者の声　～研修を受講してみて～

　接遇の研修が特に強く印象に残っています。それは、私自身が全くできていない証拠であると感じています。
接遇は、サービス業の基本であり、全てだと思います。そのため、今後の私自身の課題として日々精進してい
きます。

介護職　瀧　本　志緒美氏

　今回の研修では、接遇にのみ参加しました。接遇の研修というと厳しく指導されるものというイメージがあっ
たのですが、分かりやすく、あっという間の 2 時間でした。実技では実際やってみて悟る内容もあり、新鮮な
気持ちで参加させてもらいました。施設の接遇を良くして行く為には必要なものであると思いました。

作業療法士　黒　木　康　晴氏

デイサービスセンターパレア若狭
介護職
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　福井県社協では、福祉施設職員の資質向上と利用者へのより質の高い福祉サービスの確保を目的とする
「異業種福祉実践研修」を、昨年度に引き続き今年度も実施しました。
　本研修は、自らが所属する施設とは種別が異なる施設で、その対象や業務等を見聞し、実際に関わりを
持つことで自らの業務や取り組み姿勢等を振り返り、幅広いものの見方・考え方等を深め、更なる成長を
促す契機とすることを目指しています。
　今年度は、高齢者福祉施設の介護職員や障害福祉サービス事業所の生活支援員など 7 名が本研修に参加
し、自身のスキルアップに向けた目標を設定し、熱心に研修に取組みました。
　一方で、研修受入施設からも、「障がいや老若の違いはあっても、福祉施設としての大きな目的は一緒
であると再認識できた。」などの感想も寄せられ、本研修を通して研修者、受入施設の双方にメリットが
生まれています。

　私の職業は介護職ですが、
幼少期の夢が保育士でした。
この研修の話を頂いた時、行
きたい気持ちと他職種の経験
がない不安がありましたが、
初心に戻り新たな気持ちで研
修に臨みました。研修は 5 日
間でした。その期間で何が出
来るのか？と考えた時、園児
とはいえ人間関係を良くする
には自分を受け入れて貰う事

からだと思いました。そこでたくさん触れ合いコミュ
ニケーションをとりました。すると、園児から話し
かけてくれるようになりました。絵本を読んだり、
絵を描く事もとても好きで一緒に行うと、たくさん
の笑顔を見る事が出来ました。
　また、喧嘩をした時には「謝ろう」と園児同士が
やり取りをしている姿、「出した物はきちんと片付け
る」と最後まで残り他の園児にも教えている姿、そ
してその言葉をしっかり聞いている姿を見た時に素
直さと成長に驚きました。最終日、今日で最後とい
う事を伝えると別れ際に広告で飴を作ってきてくれ
た園児。とても嬉しかったです。
　私はこの研修で人としての初心を見つめ直す事が
出来たと同時に、園児達の素朴で素直な行動から私
自身忘れかけていた大事なことを今一度考え直す
きっかけにもなりました。そして、この経験を自施
設の利用者間はも
ちろん職員同士で
も活かし、施設全
体のレベルアップ
に繋げていきたい
と思います。

　私は障害者支援施設で生活
支援員として勤務していま
す。身体障害者施設以外での
介護経験がないため、今回、
新たな分野での知識や介護
サービスの支援内容を習得し
たいと思いこの研修に臨みま
した。研修先はユニット型介
護老人福祉施設である光道園
第三光が丘ハウスでした。
　研修では、食事・入浴・排

泄等の介助を見学、実践させていただきました。ユ
ニットの定員は 10 名で、家庭的なこじんまりした
環境の中で食事や団欒を行う共同生活の中で利用者
の方の尊厳を保持し、個々の生活のリズムや習慣に
沿った個別的なケアの提供を実施されていました。
勤務する施設との違いを感じ、介護に対する新たな
知識を得ることができました。
　また、全国老人福祉施設協議会主催の介護力向上
研修会に参加し、竹内式理論の基本ケアに基づいた
取り組みが実践されている様子を聞かせていただき
ました。私たちの施設でも高齢化、重度化に対して
のケアへの取り組みが重要な課題となっており、今
後の対応策の参考になりました。
　今回の研修では、情報交換も含め介護に対するあ
り方を見直す機会となり、業務や介護の取組みに対
しても新たな見方、考
え方を見出すことが
できました。自分自身
のレベルアップに繋
ぐためにも、今後の仕
事に活かしていきた
いと思います。

介護老人福祉施設　五岳園
 

介護職員　西野有香さん
＜足羽東保育園にて研修＞

九頭竜ワークショップ
上野の郷

生活支援員　河合八重子さん
＜第三光が丘ハウスにて研修＞

詳しくは、福祉サービス支援課（TEL 0776-24-2347）までお問合せください。

キャリアアップのための　　　　福祉実践研修キャリアアップのための　　　　福祉実践研修異業種異業種
参加者の声
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福井に避難された
方々に温かいお正月
を

東 日 本 大 震
災 で 福 井 県
に 避 難 さ れ
た 方 は 現 在
で も ３ ０ ０
名以上にのぼります。NHK 歳末た
すけあい義援金で、被災者の方へ年
越しのおもちやみかん、水ようかん
などをダンボールに詰めて来年のカ
レンダーと一緒に県内各家庭を訪問
させていただきました。
みなさんに、一軒一軒の手渡しをし
たので少しの時間しかとれませんで
したが、いろいろな悩みや現状を聞
く機会ができました。大変喜ばれて
いました。

（ひとりじゃないよプロジェクト・福井）

重度肢体障がい者の
入浴備品に活用させ
ていただきました。

重度（肢体不
自由）の方も
安心して入浴
できるように
ベッドを置く
ことでスムーズに介護できるように
なりました。また、入浴用の U 字チェ
アーや椅子なども整備し、一人ひと
りが椅子に座って着脱することで生
活訓練にもつなげることができてい
ます。入浴は皆さん楽しみにされて
おり、今か今かと順番を待つ利用者
の姿にこの備品をいただいて本当に
良かったと感じています。NHK 歳
末のご支援に感謝しています。

（自立支援センターはあとスマイル春江）

いつまでも、懐かし
いふるさとは忘れら
れない。

（ハンセン病
療 養 所 邑 久
光 明 園 県 人
会 か ら の お
手紙です）
ふ る さ と を
離れ６０～７０年の歳月を迎えたも
のばかり。会員も高齢でずいぶん少
なくなりました。
いつまでもふるさとの出来事は忘れ
られない事ばかりです。
一日遅れの福井新聞も一面ではな
く、ローカル版から最初に目を通
し、みんなで語りあっている日々で
す。本当に毎年、福井のみなさんか
ら温かい贈り物を送ってくださるこ
とは、私達に日々の療養に励ましを
与えてくださいます。
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Ｑ
新
入
職
員
の
定
着
を
よ
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
（
介
護
施
設
・
事
業
所
）

Ａ
離
職
者
の
勤
続
年
数
を
調
べ
る

と
、
1
年
未
満
は
40
％
、
1
～

3
年
未
満
が
30
％
と
離
職
者
の
70
％
を

占
め
て
い
る
。
1
年
未
満
は
入
職
前
の

イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
起
因

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
ま

ず
は
1
年
未
満
の
初
期
の
離
職
を
防
ぐ

こ
と
、
さ
ら
に
節
目
と
い
わ
れ
る
3
年

目
を
超
せ
れ
る
よ
う
な
対
策
が
必
要
で

す
。

　

な
ぜ
辞
め
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
離

職
原
因
を
踏
ま
え
て
、
離
職
防
止
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
介
護

業
界
で
は
「
仕
事
の
割
に
は
賃
金
が
低

く
、
生
計
に
不
安
が
あ
る
。」
と
い
う

理
由
が
離
職
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
本
当
に
そ
れ
が
一
番
の
原
因

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

介
護
職
員
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、

「
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
」「
資
格
・
技

能
が
生
か
せ
る
」「
人
や
社
会
の
役
に

立
ち
た
い
」
な
ど
で
就
労
し
、
現
在
の

仕
事
へ
の
満
足
度
は
「
仕
事
の
内
容
・

や
り
が
い
」「
職
場
の
人
間
関
係
」「
雇

用
の
安
定
性
」
と
答
え
て
い
る
。
悩
み

と
し
て
「
賃
金
」「
教
育
訓
練
・
能
力

福
祉
施
設
経
営
相
談
室
Ｑ
＆
Ａ

福
祉
施
設
経
営
相
談
室
Ｑ
＆
Ａ

開
発
の
あ
り
方
」「
福
利
厚
生
」「
労
働

条
件
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
不
満
等

の
解
消
方
法
と
し
て
は
、「
介
護
能
力

の
向
上
に
向
け
た
研
修
」が
最
も
多
く
、

「
介
助
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
や
福
祉

機
器
の
導
入
」「
働
き
方
や
仕
事
内
容

で
、
上
司
や
先
輩
か
ら
指
導
や
助
言
を

受
け
る
機
会
の
設
定
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
決
し
て
賃
金
だ
け
が
不
満
で
な
い

事
が
伺
え
ま
す
。

　

初
期
の
教
育
の
仕
組
み
と
し
て
、
先

輩
職
員
と
新
入
職
員
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

の
教
育
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」
等
呼
称
は

様
々
で
す
が
、
先
輩
職
員
が
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
、
業
務
ス
キ
ル

の
習
得
を
現
場
で
よ
り
実
践
的
に
行
う

こ
と
と
、
身
近
な
先
輩
職
員
が
職
場
生

活
上
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
を
行
う
と
言
う
事
を
趣
旨
に
し
て

い
ま
す
。
教
え
る
立
場
の
先
輩
職
員
に

と
っ
て
も
「
学
び
」
の
機
会
と
な
り
、

自
分
自
身
の
業
務
ス
キ
ル
を
再
確
認
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー

と
は
2
～
3
年
目
の
職
員
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同
期
や
上
司
と

は
違
う
〝
少
し
上
の
先
輩
〟
と
の
関
係

が
気
持
ち
の
支
え
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
定
着
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

福井県のたすけあい活動は、皆様の寄付により支えられて
います。昨年度 NHK 歳末たすけあいで支援した団体からい
ただいた感謝のメッセージを報告をさせていただきます。

毎年、福井県出身の療養所の方々には、
特産品と水仙をお送りしています。
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永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
永
善
　
信
行
さ
ん

　

永
平
寺
町
社

協
で
は
延
べ
15

名
の
職
員
が
交

代
で
復
旧
支
援

に
参
加
、
昨
年

の
7
月
に
は
町

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
35
名
が
2
泊
3

日
で
曹
洞
宗

龍
泉
寺
境
内

の
泥
出
し
作

業
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
再

び
訪
問
し
た

陸
前
高
田
市

は
広
大
な
空

き
野
原
に
一

変
し
て
い
ま

し
た
。

　

普
門
寺
ご

住
職
は
「
今

回
生
き
残
ら

れ
た
人
が
幸

福
に
な
ら
れ

る
こ
と
が
亡

く
な
ら
れ
た

人
達
へ
の
最
大
の
供
養
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
息
子
さ
ん
夫
婦
、
お
孫
さ
ん

全
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
「
み

ん
な
の
後
を
早
く
追
い
た
い
・
・
」
と
い

う
本
音
に
胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。

　

私
も
高
齢
で
す
。
こ
の
先
若
い
人
た
ち

が
人
的
、
物
的
支
援
と
と
も
に
文
化
交
流

を
深
め
、
陸
前
高
田
と
福
井
が
末
永
く
お

付
き
合
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
望
み
ま

す
。

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長
　
吉
田
　
昭
宣
さ
ん

　

陸
前
高
田
市

で
目
の
当
た
り

に
し
た
の
は
、

自
然
の
底
知
れ

ぬ
破
壊
力
と
自

然
へ
の
畏
怖
で

し
た
。

　

し
か
し
ま
た
、
深
い
悲
し
み
に
も
負
け

ず
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
力
を
合
わ
せ
て

復
興
を
目
指
し
て
い
る
様
子
も
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
復
興
へ
の
さ
さ
や
か
な

応
援
と
現
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問

し
て
、
現
状
把
握
と
社
協
が
何
を
な
す
べ

き
か
を
少
し
で
も
理
解
す
る
こ
と
で
し

た
。

　

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
復
興
へ
の
道

の
り
は
厳
し
く
、
今
後
も
継
続
し
て
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
必
要
だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
次
長
　
水
嶋
　
康
善
さ
ん

　

約
1
年
半
ぶ

り
に
行
っ
た
陸

前
高
田
市
の
風

景
は
、
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
ま
ち
の
姿
が
変
わ
っ
て

も
、
津
波
被
害
の
風
景
は
地
元
の
人
々
の

心
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
し
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
語
り
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
海
か
ら
昇
る
朝
日
は
と
っ
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
い
つ
か
必
ず
復
興
し
た
陸
前
高

田
の
ま
ち
を
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係
長
　
達
川
陽
子
さ
ん

　

今
回
、
経
済

復
興
応
援
ツ

ア
ー
に
参
加

し
、
実
際
に
被

災
地
に
足
を
踏

み
入
れ
て
、
そ

の
状
態
を
肌
で
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
経
済
効
果
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
定
の
貢
献
は

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

被
災
地
応
援
・
交
流
活
動
報
告（
陸
前
高
田
市
）

被
災
地
応
援
・
交
流
活
動
報
告（
陸
前
高
田
市
）

　

去
る
11
月
11
日
～
13
日
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
県
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
会
の
事
業
と
し
て
、
陸
前
高
田
市
の
経
済
復
興
の
一

助
と
す
る
目
的
で
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
県
内
よ
り
役
職
員
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
８
か
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
震
災
の
爪
跡
は
今
も
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
瓦
礫
が
片
付
き
、

視
界
を
遮
る
も
の
が
な
く
な
っ
た
分
だ
け
、
喪
失
感
や
虚
無
感
が
い
っ
そ
う
強
く
感
じ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
風
景
が
津

波
に
よ
っ
て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
こ
と
が
陸
前
高
田
市
民
の
心
に
残
し
た
爪
痕
が
、
ま
だ
ま
だ
深
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
人
々
の
暮
ら
し
に
は
、
活
気
が
戻
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
も
受
け
ま
し
た
。
新
た
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
、
仮
設
の
店

舗
や
飲
食
店
や
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
も
並
び
、
被
災
直
後
の
「
険
し
さ
」
や
「
疲
労
感
」
が
伺
え
た
表
情
も
幾
分
和
ら
ぎ
、
表
情
豊
か
な
市

民
の
顔
が
垣
間
見
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

１
年
８
カ
月
と
い
う
期
間
が
長
い
か
短
い
か
の
議
論
は
さ
て
お
き
、
復
興
へ
の
歩
み
を
考
え
る
と
被
災
地
に
は
日
本
全
国
か
ら
の
息
の

長
い
支
援
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。

災害ボランティアセンター

曹洞宗海岸山普門寺
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人
と
し
て
は
地
元
の
方
と
一
緒
に
考
え
、

一
緒
に
行
動
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
し

か
し
、
私
の
存
在
が
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
と
今
で
も
自
問
し
て
い
ま
す
。
復
興
は

ま
だ
ま
だ
で
す
。何
に
貢
献
で
き
る
の
か
、

悩
み
な
が
ら
も
う
し
ば
ら
く
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
光
は
ま
だ
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
福
井
県
内
社
協
の
皆
様

の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
人
た
ち

は
福
井
か

ら
来
た
と

言
う
と
、

「
福
井
の

方
に
は
本

当
に
お
世

話
に
な
っ

て
お
り
ま

す
。」
と

言
わ
れ
ま

す
。
こ
れ

は
震
災
当
初
か
ら
す
ぐ
支
援
活
動
に
あ
た

ら
れ
た
皆
さ
ん
の
実
績
の
賜
物
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

  

復
興
は
、
業
種
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

し
た
。
個
人
的
に
は
一
度
も
現
地
に
行
け

な
か
っ
た
こ
と
を
ず
っ
と
心
苦
し
く
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
陸
前
高
田
市
社
協
の

及
川
事
務
局
長
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な

く
て
も
、
陸
前
高
田
へ
来
て
欲
し
い
。
そ

し
て
買
い
物
や
観
光
を
た
く
さ
ん
し
て

い
っ
て
欲
し
い
。」
と
の
言
葉
で
気
持
ち

が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

  

ス
コ
ッ
プ
を
担
い
で
瓦
礫
を
撤
去
す
る

事
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
被
災
地

に
心
を
配
り
、
そ
の
復
興
を
願
う
気
持

ち
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
中
に
東
北
地
方
の
商
品
を

見
か
け
た
ら
買
い
物
か
ご
に
そ
っ
と
し
の

ば
せ
ま
す
。

池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会廣

田
　
和
美
さ
ん

　

私
自
身
、
１
年
半
ぶ
り
の
陸
前
高
田
市

で
、
市
街
地
や

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
社
協
な

ど
を
訪
問
さ
せ

て
頂
き
、
少
し

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

様
子
か
ら
、
人
間
の
持
つ
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、『
被
災
地
支
援
で
何
が

出
来
た
の
だ
ろ
う
』
と
考
え
直
す
き
っ
か

け
に
も
な
り

ま
し
た
。
答

え
は
ま
だ
見

つ
か
り
ま
せ

ん
が
、
長
く

続
く
復
興
へ

の
道
の
り
を

一
緒
に
応
援

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

し
た
。

チ
ー
ム
ふ
く
い
現
地
事
務
局

後
藤
　
勇
一
さ
ん

　

陸
前
高
田
市

に
来
て
１
年
８

カ
月
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が

無
い
沢
山
の
活

動
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個

寄贈・寄附

誠にありがとうございました。

１１月８日
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 様（福井市）
車いす　２台
寄贈先　福井県社会福祉協議会（福井市）

社会福祉事業の発展のために活用させていただきます。

福祉車両（積善会号）寄贈事業について（募集）

本県の社会福祉の増進に寄与することを目的に、財団法人積善会から県
内社会福祉関係機関・団体等へ福祉車両（計 4 台）を寄贈する事業を
実施いたします。詳しくは、福井県社会福祉協議会ホームページ
（http://www.f-shakyo.or.jp/）をご覧ください。

申込期限　　12月 20日（木）

希望の灯り

陸前高田市社会福祉協議会事務所前

陸前高田市ふれあいセンター（旧社協）
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利
用
者
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿
を

見
る
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
で
ニ

コ
ニ
コ
し
て
も
ら
え
る
こ
と
・
・
こ
れ
が

私
た
ち
の
毎
日
の
元
気
の
素
で
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な

の
前
で
ズ
ッ
コ
ケ

た
り
、
日
付
や
曜

日
を
間
違
え
て
利

用
者
の
方
に
「
新

聞
見
て
み
」
と

ツ
ッ
コ
ま
れ
た
り

す
る
の
も
、
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る

た
め
に
役
立
っ
て
い
る
（
？
）
と
前
向
き

に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

反
面
、「
利
用
者
の
死
に
直
面
す
る
こ

と
」
が
、
や
は
り
何
よ
り
も
つ
ら
い
こ
と

で
す
。

　

利
用
者
と
の
関
係
性
を
大
事
に
し
た
い

の
で
そ
れ
ま
で
の
人
生
に
思
い
を
馳
せ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、「笑顔（スマイル）」

をキーワードに福祉職の方々に登場い

ただき、福祉の現場で活躍しているか

らこそ『見える』『言える』、福祉の魅

力について語っていただきます。

しゅうご

姉：竹内　瑞貴 さん（写真左）
ケアワーカー　3年 8ヵ月

妹：竹内　志織 さん（写真右）
ケアワーカー　　　8ヵ月

Profile

（医）雄久会
介護老人保健施設　ひかりケアホーム

取
材
を
終
え
て

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
雰
囲
気
が
違
う
お
二

人
で
し
た
が
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、
家

で
も
職
場
で
も
仲
良
く
し
て
い
る
様
子
に

う
ら
や
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
お
二
人
の

笑
顔
は
、施
設
の
皆
さ
ん
（
利
用
者
・
同
僚
）

の
元
気
の
素
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

や
り
が
い
は
日
常
の
中
に

今
の
目
標

そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け

笑
顔
の
素

　
「
小
さ
な
頃
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
し
た
」
と
い
う

姉
の
瑞
貴
さ
ん
。
中
学
時
代
の
職
場
体
験

（
デ
イ
ケ
ア
）
で
は
、利
用
者
の
方
に
「
あ

り
が
と
う
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
高
校
は
福
祉
科

を
選
択
。
卒
業
時
に
介
護
福
祉
士
を
取
得

し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
日
ご
ろ
か
ら
姉
と
母
（
福
祉

関
係
職
）
の
仕
事
の
話
を
聞
き
、
高
校
卒

業
後
の
進
路
と
し
て
介
護
職
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
妹
の
志
織
さ
ん
。

い
き
い
き
と
し
た
姉
の
姿
を
見
て
、
姉
と

同
じ
職
場
を
選
ん
だ
の
は
自
然
な
流
れ
で

し
た
。

　

先
輩
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
に
は
見
習
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
見
方
や
考
え
方
を
学
べ
る
ケ
ア
会
議

や
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
と

見
つ
め
て
組
み
立
て
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
で
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
責
任
も
感
じ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
自
己
研

鑽
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
上
で
「
施
設
内

の
み
ん
な
に
慕
わ
れ
る
ア
イ
ド
ル
に
な
り

た
い
で
す
」（
姉
）、「
私
は
実
務
経
験
を

積
ん
で
介
護
福
祉
士
を
取
得
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
妹
）

　

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
や
り
と
り

で
利
用
者
の
方
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
今
ま
で
「
誰
だ
っ
け
」
と

言
っ
て
い
た
方
に

顔
を
覚
え
ら
れ
た

り
、
自
分
の
働
き

か
け
で
寝
た
き
り

の
方
の
表
情
に
笑

顔
が
見
え
た
と
き

は
「
や
っ
た
！
」

と
嬉
し
く
な
り
ま

す
。

　
「
姉
は
家
で
は
適
当
だ
け
ど
職
場
で
は

し
っ
か
り
し
て
お
り
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

い
」、「
ま
さ
か
妹
が
介
護
職
に
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
働
く
姿
を
見
る
と

結
構
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、二
人
と
も「
前
よ
り
仲
良
く
な
っ

た
」「
家
で
自
然
と
仕
事
の
話
・
相
談
が

で
き
る
」
と
お
互
い
に
頼
も
し
さ
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

姉
妹
が
同
じ
職
場
で
働
く
こ
と

に
つ
い
て


